


はじめに

 
 
これは
特に考えも無くレシピ投稿サイトに上げた物が
予想外の道を辿ってしまった事を書いたものです。
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ある日サイトニュースに掲載され瞬く間に拡散

レシピ投稿サイト。

何も無かった今までは、素人同士がお料理を披露し合い

単純におしゃべりやレポートを楽しむだけの場だと思っていた。

 
しかし、２０１４年９月２０日、

そのサイトニュースに私の焼きヨーグルトレシピが掲載された。

 
http://cookpad.com/articles/2733
 
それまでは２００９年upのごく地味なレシピだったが
そのニュース掲載がキッカケとなり

一日で、と言っても過言ではない程

その文字通り爆発的に他のまとめサイトへコンテンツと共に一気に飛び火し

その騒ぎを受け再度UPサイトニュースに取り上げられた。
 
http://cookpad.com/articles/2778
 
広まってしまったからにはこんな不完全な状態のままではいけないと

１ヶ月程相当思い悩んだ私は、誰にでもよく固まる様に

そして酸味が苦手な人用の対策と

「食感はモッツァレラでは無くフレッシュチーズであると強く印象付ける為」の

記述と共にレシピを大幅に変更した。

 
そして必死の思いで深夜に書き終え更新した翌朝、

取材拒否し、これ以上の騒ぎになるのが嫌だったので

「放送もしないで欲しい」と伝えていた

ネット発料理の大元や出処を追って紹介する趣旨のテレビ朝番組に

「焼きヨーグルト」が取り上げられたという事を知り目を疑った。

テレビは苦手で家には置いていない為私は放送を見ていない。

 
この時は一体何が起こったのか全く理解出来ず

何故他の人物が出演し間違ったレシピも一緒に放送されたのか、

どうしてことごとくこの人が私であると周囲から思われてしまうのか、

本当に数ヶ月間、ただただ困惑するのみであった。

 



テレビとはそもそもこういうものかと、

自分さえ我慢していればと諦めかけた頃

その放送の半年以上も経ってから、番組は私に取材拒否された直後

後発の人を取材し、その時点ではどういう意図かはよく解らなかったが

＜この人物は発信元ではない＞という

「見ている人にわかりやすくはっきりとした」言葉、又は情報を出さない状態で放送し

尚且つ番組HP上に同様の紛らわしい内容を載せた為、
番組の今まであった放送の趣旨や内容上

「この出演人物が大元である」、すなわちこの人が私であると

当然の如く人々が誤って認識してしまったのだという事がようやく判明した。

 
 
 
 
 
 
 



ツイッターで認証おとり画像に利用される

その暫く後、画面に出てきた認証ボタンをクリックすると

ツイッターIDを乗っ取られてしまうので気を付ける様に、というニュースがあった。
 
見たい情報に誘われて認証を押しては危険だ。。。。

そんな忠告があちこちで聞かれる様になっていた。

 
そんな折、私の流行した焼きヨーグルトレシピと共に

投稿サイトに使用を許諾しているコンテンツの料理写真がまとめサイト等へ広がった為

それも一緒に巷に出回っており、レシピを知りたがっていた人が多くいるのが悪用され

その後にどんな事が起こるか予想できない様な怪しい認証ボタンを押させる為の

おとり画像に写真が使われてしまっていたのである。

 
とても嫌だったが何も行動を起こせないでいた。

その時著作権を持っている者はツイッターに削除要求が出来る、と教えてもらったのだが、

 
今考えるとそうしておけばよかったと思う。

しかし次から次へと予想外の出来事に見舞われた私は

落ち着いてそんな事ができないでいた。

 
 
 
 
 



番組ディレクターからの取材申し込みと見知らぬ人のテレビ出演

レシピを改善して更新する前に、

最初の投稿サイトニュースから辿って来たらしくAテレビ局朝番組から取材申し込みが来た。
 
ディレクターはレシピ投稿サイトを抜かして私のブログに直接連絡を入れて来た。

「突然のメールをお許し下さい」とある。

ブログへのコメント欄に「メール」という言葉はかなり変な印象だった。

 
（後に知った事であるが、この番組は同じ投稿サイトにあるレシピ紹介絡みで

この少し前の放送に関しサイト側とトラブルがあったばかりだった。

投稿サイトはAテレビ局に対し
レシピ写真の無断使用を、今後その様な事が無い様申し送りをしている。）
 
彼からのコメントは２０１４年１０月２０日に入った。

私が「取材は全てお断り致します。焼きヨーグルトを番組で取り上げるのも止めて欲しい。」

という旨の返事したのが１０月２１日である。

 
。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。

 
私からの取材と放送拒否のメールに対して何も返事が無かったので
てっきり番組で焼きヨーグルトを扱うのは諦めたのだと思っていた。
 
あちこちで聞かれる不満への対策を講じ
必死でレシピを書き換えある日の深夜に更新した。
そしてその翌朝１０月３０日木曜日、
番組で「焼きヨーグルト」が取り上げられてしまった。
 
 
ネットで検索すると、こう出てくる。
 
。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。
 
焼きヨーグルトをスタジオで試食した。
T.Mはモッツァレラチーズみたいで美味しいとコメントした。
 
2014年10月30日（木）　Aテレビ局　朝番組
 
 。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。
 
我々はテレビが大層苦手なので、大分前に処分してしまった為放送は見なかった。
録画のネット動画でさえ、これが全国に流れたかと思うと



録画のネット動画でさえ、これが全国に流れたかと思うと
自分がどんな気持ちになるか恐ろしくてとても見る事が出来なかった為
生放送を見た人から話を聞いたりした。
 
それに何より、当のテレビ局HPに
その詳しい内容が載っていたのである。
 
そこには、こうあった。
 
「焼きヨーグルト」
 
「この料理を最初にレシピブロクに投稿したのは　亀卦川（きけがわ）ふみさん。
亀卦川さんは、賞味期限の来るヨーグルトの消費にこのレシピを思いついたそうです。」
その人が語った生い立ちストーリーと共に間違ったレシピも一緒に記載されていた。
 
そしてこの「亀卦川ふみ」と番組で紹介された人物は、
当日のコーナーでVTR出演までしていたと見た人から聞いた。
 
「亀卦川ふみ」
 
この名前でネット検索すると、
何故か他局のテレビ番組にも出演履歴のある名前であった。
 
私は放送後すぐに局の問い合わせページから、
この人物は私であると誤解される可能性が濃厚なので
事の次第と、番組の焼きヨーグルトページの削除要求をしたのだが
テレビ局からは返事も全く無く記事も削除されなかった。
その後この放送の影響で、ネットやテレビで紹介される毎に
何かにつけ賞味期限のヨーグルトがどうのと言われる様になってしまい
その度重なる言葉に辛い思いをしていた。
 
しかしその半年後、
レシピ投稿サイト側にも断り無く
複数の出版社から「焼きヨーグルトレシピ本」が発売されるにあたり
色々思うところ有りTV局の問い合わせページから
再度私に関する事と思われてしまう様なHP上の記事削除の要求をした。
 
すると、今回はHP上のコーナーはあっさり削除され
しかし何も連絡が無いので
「削除を確認しました。この件の見解をお知らせ下さい」と再度送信すると
やっとあの時のディレクターよりメールがあった。
「お会いして話します」とあったが、その様な気持ちになれる訳も無くその必要性も無い。
メールで結構ですと伝えた。
 
下記がメール概要である。
。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。
 



 
取材時には取材拒否されたと思い返事をしなくて其の点は申し訳なかった。
 
しかし番組では、「亀卦川ふみ」が焼きヨーグルトの「考案者」であるとは紹介しておらず
「レシピブロク（という名前のサイト）」の中で、
「最初に」「レシピ投稿した人」と放送。
事実に基づいている為、これは捏造では無い。
 
。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。
 
 
「＜レシピブログ＞に＜最初に＞投稿した人」と放送で紛らわしく言えば
皆が当然連想し想像するのは、当時広く流布したネット情報から
「一番最初に別の＜レシピサイト＞に投稿した」私になってしまう。
「レシピブログ」という固有のサイト名である言葉と、
一般的な幅広い「レシピサイト」という言葉の区別が即座に出来る人は
ネットで相当こういうページを利用している人だけだろう。
そして「最初に」、という言葉が更に人々を誤解へと導いている。
 
 
＜ネット発料理の発信源を追う＞というのが番組コーナーの「ウリ」である趣旨故
出来る限りその事に気付かれぬ様
目立たせたくない情報だったのかもしれないが、
一般の視聴者の為に　「この人物はこの料理の大元では無いが」　という
分かりやすい説明が抜け落ちている。
 
真実の部分を伏せた文章では事実は伝わらず
見た者、聞いた者は間違って解釈する。
全体的に曖昧な言葉を選び、
「目的通り、番組はしっかり＜発信元＞を取材した」と
皆にミスリードされるのを狙っているかの様に見えてしまう。
 
こんな事をするより
正直に取材を断られた事を伝え、
その代わりに他の人を紹介する、と
はっきり伝えるべきだ。
 
同業者の他局でさえ「亀卦川ふみが考案者である」と解釈し、そう放送してしまっている。
 
。。。。。。。。。。。。。。。。。。。
 
あさチャン！　2015年1月28日（水）05:30〜08:00　TBS
 
焼きヨーグルトレシピを紹介。

「亀卦川ふみさんが考案した「焼きヨーグルト」は耐熱皿にヨーグルトを入れて
170度のオーブンで30分焼いて冷蔵庫で2時間ほど冷やせば完成。



170度のオーブンで30分焼いて冷蔵庫で2時間ほど冷やせば完成。

酸味のあるチーズのような味わいになるのでクラッカーやトマトなどとの相性が良い。」
 
。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。
 
 
「他局もAテレビ局の番組から「この女性が考案者」ととらえ、そう放送している。
普通の視聴者ならば尚更誤って解釈するのではないか」、という旨と、
 
投稿サイトレシピと知りながら、本来ならばそこを通すべきところ
どうしてその運営側を抜かして直接取材を申し込んで来たのか、という内容のメールを
番組関係者に複数回に渡り送信したが、返事は一切無く連絡はそこで途切れた。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



謎の人物名

 
Aテレビ局朝番組で放送された氏名
「亀卦川（きけがわ）ふみ」　に関する検索

 
。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。

 
はなまるマーケット　2013年11月20日（水）08:30〜09:55　TBS
 
タマネギ、シャワーキャップについての裏ワザを紹介

 
 
2014年10月30日(木) 
    Aテレビ局　朝番組

　「レシピブログ（というサイト）で」　「初めて」
 
「焼きヨーグルトを」　「投稿」　した人物と紹介されVTR出演
 
 
 
2015年 1月28日(水) 
・あさチャン！　2015年1月28日（水）05:30〜08:00　TBS
 
焼きヨーグルトの　「考案者」　として紹介される
 
焼きヨーグルト
今回はヨーグルトを使ったレシピを紹介。亀卦川ふみさんが考案した「焼きヨーグルト」は耐熱
皿にヨーグルトを入れて170度のオーブンで30分焼いて冷蔵庫で2時間ほど冷やせば完成。酸味の
あるチーズのような味わいになるのでクラッカーやトマトなどとの相性が良い。
 
 
2015年 3月10日(火) 8:15〜 9:55
    NHK総合　あさイチ

　　　実家の防犯コーナーに出演との回答
 
。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。
 
 
私に取材を申し込んで来たAテレビ局番組担当者に



その人物の焼きヨーグルトレシピURLを尋ねたが、その回答は拒否された。
故にどういう人が番組に出演し、どんなレシピを公開しているのかは不明だ。

 
 
 
 
 
 
 



塩トマト事件　

私は公開日記に 
「この番組から同じ様な目にあった人はいるのかもしれない」と冗談めいた事を書いたのだが、 
それは実際にいたのだった。 

私の焼きヨーグルト事件の少し前、同じくUPサイトレシピが取り上げられ 
その直後、B社から本を出されてしまった「塩トマト」というレシピがある。 

その出版されたレシピ本、言葉をひっくり返しただけの「トマト塩」の著者は

番組内で考案者のレシピと酷似した塩トマトレシピを紹介した料理家で、 
番組内ではそのレシピは料理家の「考案」ではなく「監修」と表現されていた。

 
レシピUPサイトに「塩トマト」を取り上げる旨連絡していたにも関わらず 
「投稿サイト名」と「そのレシピ作者IDネーム、薄荷パン」は完全に伏せられた放送であった。 

これでは、

視聴者に「この番組内で調理監修した料理家がトマトを塩漬けした調味料を考え出した人」と

思われてしまう。 

これは私がお話するより詳しい記載のある本人のブログをご覧頂きたい。 

↓　「塩トマト事件」

http://plaza.rakuten.co.jp/hakkapan/diary/201506070000/
 
 

http://plaza.rakuten.co.jp/hakkapan/diary/201506070000/


そっくりなトップレシピと共に三度目のサイトニュース掲載、そこで知る料理家による
レシピ本発売

私の焼きヨーグルトレシピが

三度目のサイトニュースに載った。

 
＜http://cookpad.com/articles/7520　進化を続ける「焼きヨーグルト」がいま人気再燃中！＞
 
そのニュースのトップレシピは、

私のものを簡単にして書き写したという風な

他のレシピであった。

こういう、単に拡散しただけのレシピを拾ってきて

そのまま自分のレシピとしてUPする人はやはり居て、
後にこの件に関してサイト側に質問し

それに対してもらった苦しい回答については後述する。

 
さてその三度目のニュースであるが、

また焼きヨーグルトの第二ブームが来たと言う。

何の事かと思うと、本が出た、と言うのだ。

 
私は前の年に電子書籍を出版していたので私の本かと思ったのだが

そうでは無かった。

 
B社から、C氏という料理家により
焼きヨーグルトのレシピ本が出たのだと言う。

 
検索してみると、次から次へと出てくるのは

本の宣伝関連の記事であった。

 
その数カ月後にはD社より同じく焼きヨーグルトのレシピ本
（著者E氏）も出版された。
 
 
 
 
 
 



 



酷似レシピについて質問＊しかしサイト側からのお咎め無し「オリジナル性がある」で
はなく「オリジナル性無しと判断をすることができない」　＜ 疑わしきは罰せず＞

三度目のサイトニュースのトップレシピは、

別の人による、私の物とそのまま同じ内容のレシピであった。

 
商業利用はどうかと思うが素人レシピには

その手の物はゴマンとあるのでいちいちチェックはできない。

しかし一度、一寸サイト側に聞いてみたかったのでとりあえずふたつレシピを挙げ、

こういうものに対してどういう対処をしてくれるのか尋ねると

 
①　レシピ

②　レシピ

 
その作者に「このレシピを書くにあたって見たものはあるか？」と問うメールを送ったが、

①からは返事が無かった、

②は参考にした物は無いとの回答だったので削除しない、

 
そして両方に「オリジナリティを認める」ので削除はしない、了承してくれとの回答だった。

 
どうも腑に落ちなかったので、

このふたつのレシピの、一体どのあたりにオリジナリティが認められるのか？と返信した。

 
すると

「ご指摘の２レシピについては、オリジナル性があるとご案内したが

正確には、オリジナル性が無いという判断をすることができなかった」という回答が来た。

最初からそう言って欲しかった。

 
疑わしきは罰せず、と、そういう事らしい。

 
。。。。。。。。。。

 
後日色々調べてみると過去にもこういう事例はあった様で

その方は事の詳細をブログに載せていた。

模倣されたと声をあげた方が悪く思われ

強制退会にされる恐れがあるという当時の特殊な事情が有り

サイト側には言っていかない、という内容だった。



 
http://blog.livedoor.jp/sevam_a/archives/50206075.html
 
こうやって２００５年頃に色々書き残している方は他にもいらして、

私にとって大変精神的にも支えになった。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



サイト側に一連の事を相談、しかし明らかな侵害以外手は出さないスタンス　＜コンテ
ンツの許諾とは＞

私はレシピ投稿サイトの問い合わせページから、今までの事を訴えた。

 
Aテレビ局から受けた事に関して
その時はまだ番組ホームページから頼んでも記事を削除してもらえていなかったので

その削除をレシピ投稿サイト運営側からも要求して欲しい旨、

そしてツイッターでも怪しい認証おびき寄せ写真に私のレシピ画像が利用された件、

それからB社とD社より、酷似のレシピ本が発売された事等を知らせた。
 
あと三度目のサイトニュースから、

B社の私のレシピアイディアで作られた本に関しての
記載を削除してくれ、と頼んだ。

 
。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。

 
サイト側からの返事は、

 
◯テレビ局には「HP記事」の削除に関して働きかける事はしない
 
◯B社とD社のレシピ本については調査し、明らかな侵害があれば対処する
しかしその内容についてはお伝えできない

 
◯サイトニュースから、B社のレシピ本についての記載は削除できない
それは、流行っているという現象を説明する文面である

 
というものだった。

 
サイトニュースに載ったばかりに始まったこの一連の事件だったし

「規約通り投稿サイトにコンテンツを許諾しているから使用され、

発生した事柄」であったのだが

その対応はテレビ局にも手を出さないスタンスの、期待外れなものであった。

 
この返答をもらい

しかしそれに対し一切文句は言わず

「回答をそのまま受け入れる。後は自分一人で言って行く」と



担当者に伝えると

そうですか、ご理解頂けて良かった、という風な

ホッとして嬉しそうな感じの返信メールが来た。

 
ここで私は周りにいる人に、とにかく何処で何をするにも

まずはそのサイトの利用規約をよく読め、と言われた。

しかし規約の文章というのは非常に回りくどく、理解が困難な文章ばかりであった。

こんな物はこういう事態に陥らなければ読む事は無かっただろう。

「コンテンツ」とは何ぞや？

そんなところから始まった。

 
規約は、読み比べてみるとサイトにより大分違いがある。
他でのレシピ公開を禁止するというとても厳しいところもあるし、
反対に何かあった時は対価を支払う、とまで書いてあるサイトもある。
 
ある企業の担当者が

「個人的に」と言って抜粋しメールで送って来たのは

やはりこのレシピ投稿サイト規約の「知的財産権等」、

コンテンツを許諾するという部分であった。

 



B社　焼きヨーグルトのレシピ本発売　

２０１５年春、

B社より焼きヨーグルトレシピ本が出版された。
著者　C氏。
 
「痩せる！美肌になる！免疫力アップ！カロリー　塩分　コストダウン！」と

多くの効用が散りばめられてあった。

。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。

 
上記本宣伝文には

「投稿サイトニュース」では「驚愕のおいしさ！」「健康にいい」と大絶賛、とある。

 
そのニュースには

私のレシピが大元としてトップに載っていた。

B社はこのニュースを見たならば、
発信元がここにあると知っていたという事がわかる。

 
宣伝文に

「焼くことで酸味が抜けて、モッツァレラ チーズのような食感になるので、
プレーンヨーグルトが苦手な人にもおすすめ」とあるが、

「焼き」ヨーグルトの場合食感はカッテージもしくはクリームチーズ風のフレッシュチーズで

「モッツァレラ チーズの様な食感になる」という訳ではない。
「モッツァレラ チーズの代わりにして食べる事が出来る」というのが正しいところだ。
 
またこの本に記載された焼きヨーグルトのカロリーは間違っており

単なるヨーグルトのカロリーが書かれていたので、実際の約１/２の値になっていた。
その為、他の食品との比較値も誤りとなる。

それは著者出演のテレビ番組でも同様に誤って放送された。

カロリーダウン、ダイエット、とネット、テレビで喧伝していたが、

本当のところはカッテージチーズと変わらない。

 
 
この本の基本の作り方、というのはかなり水切り時間が短い。

編集者によると、著者の強い「時短」という考えから来ているそうだ。

仕上がりは中央が水切りヨーグルト状態にかなり柔らかいので和え物等に向くとは思うが

よく焼いたとしても、私の考える物とは別物であった。



 
 
 
 
 



B社のレシピ本宣伝（ネット　テレビ）

B社のレシピ本宣伝の為、
初夏の頃著者のC氏がテレビ番組やサイトニュース等に度々登場する様になる。
 
検証するため、ネットで番組録画の動画を見る羽目に陥った。

 
。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。

。。

 
日本テレビ　ズムサタ　２０１５年６月６日　　　

TBS あさチャン　２０１５年６月２６日
 
 
あさチャンという番組の方で
著者出演部分で焼きヨーグルト１００ｇ　６９キロカロリーと紹介されていたが
これはヨーグルトそのもののカロリーであり
誤りである。
水切りヨーグルトで１００ｇ当たり１００キロカロリー弱になので
焼いてもう少し水分が飛び
最終的には１００ｇ当たり１０５〜１１０キロカロリー程となるはずだ。
 
またC氏のレシピ本の焼きヨーグルトのカロリーも
１００ｇあたり　６２キロカロリー　という記載になっており
これもヨーグルト自体のカロリーであり、焼きヨーグルトのカロリーとしては間違っている。
元の数値が正しくない為、テレビも書籍の記載も
他の食品との比較値が誤りであった。
 
 。。。。。。。。。。。。。。。。。。
 
投稿サイト運営側からテレビ番組に、
私のレシピ内容をただ繰り返しただけのくだんのレシピや
出演の人材まで協力的に提供されているのも非常に複雑な思いで見た。
 
 
 
 
 
 
 
 



B社　レシピ本著者C氏のHPにコメント

B社　焼きヨーグルトのレシピ本著者　C氏のホームページに
コメントを入れた。

コメント欄が無かったので、情け無くも

C氏の元でお仕事したい人募集の為の求人欄から書いた。
 
「このレシピは投稿サイト発のものです。

そういう場合サイト側に断らなくてはなりませんが、

連絡はなさっていらっしゃいますでしょうか？

（注※その後サイト側からは、B社から
事前に連絡は受けていないとの回答をもらっている。）

わたくしは、発信元レシピの作者です。

この投稿サイト内でお仕事をなさるC様が、そのサイトレシピで本を出版なさったのを
大変残念に思います。」

 
そういう内容だったと思う。

著者のネットやテレビにおけるおちゃらけた言動に

相当な怒りと悲しみを持って感情に任せての、

読み返しもしないで送信ボタンを押した

今から考えれば酷い文面だった。

向こうは、何だコイツは！？と思ったであろう。

 
 
C氏からの返事は全く無かったが、
大分してからこの本を企画したB社編集者からのメールが入った。
のっけから、雰囲気は非常に悪かった。

電話で連絡を、と２度メールでそのやり取りを繰り返されたのである。

 
＞電話でお話を伺います。

メールでお願いします。

＞電話をしてきて下さい。

お話では考えがまとまらないのでメールでお願いします。

 
そんな風だった。

 
電話での話では、どうしたってこういう件で素人のこちらが完全に不利に決まっている。



 
 
 
 
 
、

 



B社　編集者からのメール概要１

C氏のところへコメントを入れた暫く後に
B社レシピ本担当の編集者よりメールがあった。
 
 電話で連絡して来て下さいと言う。
 私は返信した。
 。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。
 
ご連絡恐れ入ります。

 私は電話は苦手なので
 メールで構いません。
 
。。。。。。。。。。。。。。。。。

 
するとその返信には、また「電話でお願いします」、とある。

 
再度、

 。。。。。。。。。。。。。。。。
 
すみませんが電話は苦手です。

他の出版社様も　メールで返信下さいました。

電話ですと、お返事や考えがすぐに浮かんできません。

よく考えたいので

メールでお願い致します。

 
。。。。。。。。。。。。。。。。。。

 
と返信した。

直接話すと、怒りのあまり感情的になるし知識も無いのでこちらの不利だ。

何故電話でなくてはならないのだろう。

 
するとその返信は

 
「それだったらメールでも構わないが 
今後この本に関しての窓口は、C先生ではなく編集者の方へ。 
C先生は、版元である私どもの依頼にもとづきレシピ考案をしている。 
具体的な問い合わせは編集者へ」、とあった。



 
著者の名前で出している本は著者に問い合わせるべきであると
弁護士さんから教えてもらっている。

 
最初からとても雰囲気が悪かった。

 
そしてその直後、追伸の様な形ですぐまたメールが入った。

 
「この件、弊社の考えも含めメールで何度も往復するつもりは無い。 
本来電話か直接会って話すべき内容だと考えるからである。」 

とあった。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



B社　編集者からのメール概要２

B社編集者から
「弊社の考えも含めメールで何度も往復するつもりは無い」、と冷たく嫌味に釘を刺されながら

私はめげずに返信した。

 
。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。

この本が企画された経緯についてお聞かせ下さい。

また素人のレシピを書籍の題材のターゲットにするのは

発信元の気持ちを大変に無視した行為ですが

その上、「これはネット発で投稿サイト発のレシピであるが、それについて掘り下げた」等の

出典に対する言及も全く無いというのは配慮に欠けていると思われます。

この本には、酸味を抑えるのに、砂糖を入れる様にかいてあります。

これは、私が考えてずっと書いてきた事です。

B社が過去レシピサイト発の物で本を出版する度に
その作者は　皆どれだけの苦悩を抱えているか

想像が付かないのでしょうか。

編集者様は、電話で、とおっしゃいますが

弁護士さんは

普通電話でなく「文書で」と言ってくるのが普通である、と首をひねっていました。

また疑問点、不満点を投げかけるのは

その名前を冠に本を書いた「著者」に送るべきだとの事です。

ですので編集者様は　著者に言っていかないで

何かあるならばこちらに、とありましたが、それは単に編集者様のご都合であると思います。

。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。

その返信には

書籍と私のレシピの一部が同じ内容である事についての言及は無く、

 
「法律的な問題と

考案した人のそのレシピへの思い入れに

出版社としてどの様に向き合うのかという問題が一緒になっている。

この２つは分けて返事をするべき。

何故なら法律的に問題は無くとも

道義的にはそうではないという事も多々あるからである」とあった。

 



 
 
 



B社　編集者からのメール概要３

その返信にはこう書いた。

 
。。。。。。。。。。。。。。。。。

 
法律的な事は、何かあればサイト側がやる問題だそうですので

私が出る事ではありません。

弁護士さんというのは、著作権センターの方に伺った話なだけです。

電話でなくても、お話は出来ると思います。

 
。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。

 
 
◯何故頻繁に、素人レシピをターゲットにするのか

 
◯題材にされた者がどれ程の気持ちになるのか想像なさらないのか

 
◯せめてもの配慮に　

投稿サイト発のレシピである等の出典に関する記載が、無い点。

◯編集者様のメールに、

　

＞最初にレシピ考案された方の、そのレシピへの思い入れに、

出版社としてどのように 向き合うのか、という道義的な問題
 
という文がありましたが、

 
これは、編集者様や出版社様は今、どの様にお考えですか？

今後どういう風になさっていくおつもりなのですか？

 
以上、よろしくお願い致します。

 
。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。

 
それに対する返信は、

 



「素人レシピを頻繁にターゲットにしている、というご指摘だが 
弊社としてはレシピUPサイトだけを追っているわけではなく、 
Twitterやインスタグラム、ブログ、TVなど 
ありとあらゆる情報ソースから、流行のものを本にしている。

 
今回の指摘で、繰り返し「プロが素人のレシピをターゲットにしている」とあるが、

個人的には近年ますますプロと素人の境目はあいまいになっていて、

定義づけは難しいと感じる。 

ただ、改善点としては、今後何か流行のキーワードで本を出す際には、

そのレシピ開発者が はっきりと分かる場合には、
本の出版前に何かしら本人にコンタクトを取り、別の著者を立てる場合でも、  
コンセンサスを得るよう努力するべき、という方針でいる。 

また、取材が入った場合には、

このキーワードがレシピサイト発であることを取材者（TV局等）に伝える 
ことも必要であると考えている。 

上記、改善点として伝え、返事とする。」

 
 



B社　編集者との最後のやり取り

その後もう一度メールのやり取りがあった。

 
編集者は、「誰だって、そしてあなたのレシピの中にも

他の物を参考にしたものはあるだろう？揚げ足を取る訳ではないが」

と書いて来たが、

その場合我々の間では普通出典を記し、

そこのレシピへリンクする様にしておくのが一応の礼儀となっている。

プロが「商業利用」する場合は素人より更に気を配る事が必要だ。

 
 「レシピの価値は肉付けにある」等とも平然と書いてあったが、
「肉付け」するのは良心的な配慮をした上でなされるものであろう、と言いたい。

 
 
 
 
 



NHKマサカメテレビに訂正謝罪文

 
B社レシピ本やテレビ番組でもあったカロリー間違いは
他局の放送でもあった。

見た人から連絡が有り、知った。

 
２０１５，９，２６　NHKマサカメTVにおいて
「焼きヨーグルトのカロリーはモッツァレラの１/４、バターの１/１１」と放送された。
 
間違いを指摘すると、「これは乳製品会社に算出して出してもらった値である」と

全く取り合ってくれなかった。

そして参考にした本はB社とD社の焼きヨーグルトレシピ本の紙書籍であり、
あなたの投稿サイトレシピは見ていない、

故に投稿サイトを通す必要、また言及も必要では無いという内容の回答だった。

 
個人が言って行ってもまた門前払い扱いか、と思い

いつもながらの落胆をしたが

私は間違いのからくりを詳しく書き再度送信した。

するとNHKはその乳製品会社に再調査を依頼し
計算し直したところ会社は間違いを認めたという事で

番組HPに訂正謝罪文を載せた。
 
「焼きヨーグルトはモッツァレラの１/４、バターの１/１１」と放送されたが
実際はモッアレラの１/２程度、
バターについては塩の有無で変わってくるが１/５〜１/７程度である。」
（有塩バターには水分が結構含まれている為無塩バターよりカロリーが低い。）

 
 以下　訂正謝罪文
 
。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。

 
 9月26日に放送した「ヨーグルト あなたに染まれ」の中で、焼きヨーグルトを「モッツァレラチ
ーズの代わりに使えばカロリーは1／4、バターの代わりに使えばカロリーは1／11」になると 紹
介したことに対して、視聴者の方からカロリーが低すぎるのではないかとのお問い合わせをいた

だきました。番組で紹介した数値は、水切り前のヨーグルトの カロリー値で計算したものでした
。そのため、焼きヨーグルトをモッツァレラチーズと比べた場合、カロリーは1／2程度、バター



と比べた場合には 1／5〜1／7程度になると考えられます。訂正しておわびします。
 
NHKマサカメテレビ公式HPより
 
。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。

。

 
 
何度もお願いするとNHKはこうやって対応してくれた。
しかし民放は、訂正するどころか指摘に対しメール返信も無い。

 
 
 
 
 
 



D社　焼きヨーグルトのレシピ本発売

２０１５年夏、

D社より焼きヨーグルトレシピ本が発売された。
著者　E氏
 
書籍宣伝文には「魔法のやせぐせ食材」と、摩訶不思議な文言が並んでいた。

 
。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。

。。。。。

 
この本の、基本の焼きヨーグルトの作り方は

一晩水切り、１７０度で３０分焼く、と

私のレシピそっくりそのままであった。

これはサイトレシピとも、また２０１４年発刊の電子書籍ともそっくり被っている。

 
編集者にここのところを聞くと、

私のレシピが２０１４年秋以降ネットに爆発的に拡散したものを拾い

それを元に調理実験し

やはり仕上がりが良かったのは結果的にネット情報と同じになり、

かつその作り方が人気であるというのも判断材料とし

そのまま記載する形となったという意の回答があった。

 
そのレシピ投稿サイトでどれくらい人気があるのかという検索はしたが

大元があるかどうかの調査はしなかったという返事であった。

 
「ネットからの情報を参考にして」調理実験し、

結果的に出版本のレシピがネットと全く同じになったという内容を

悪びれず平然と答えてきたので

私は、本とはネットを見て作られるものだったのか？！と驚愕した。

周りの事情を知る人もそれについて驚きを隠せず

基本レシピ内容がそっくり同じである件が発覚したその時、

あまりの事にネット上ではどういうことだ、と怒号さえ飛んだ程であった。

 
 
 
 



 
 



D社レシピ本著者E氏のHPにコメント

D社　レシピ本の著者　E氏のオフィシャルホームページに
B社の時と同じ様な内容でコメントを入れた。
 
焼きヨーグルトは投稿サイトレシピです。

サイト側に了解は取っていらっしゃいますか？

私は発信元のレシピ作成者です。

 
そのような内容だったと思う。

 
E氏本人からはC氏と同様連絡は無かったが
この暫く後に代わりのD社編集者からメールが入った。
 
投稿サイト側からは、D社からは書籍出版についての
事前連絡は受けていない、との回答があった。

 
 



D社　編集者からのメール概要１

E氏のホームページにコメント後、
D社編集者からメールがあった。
以下、メール概要。

 
。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。

 
D社レシピ本は
E氏と弊社の共同出版なので担当編集が窓口になる。
本書において貴方のレシピを無断転用したことは無い。

しかし今回、このテーマの料理制作をしたE氏は
貴方の心情をとても気にしている。

 
そして著者E氏からの伝言として、
自分も同じ様な事案で色々な思いを経験しているのでよくわかる、という内容で

ご自身の過去のお話も、レシピ名まで具体的に少しばかり書いてあった。

 
 。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。
 
最初のメールではこの様な文面だったのであるが

編集者のメールは回を追うごとに、

D社の意向としては真っ向反対の事を主張する様になっていった。
 
 



本検証後のD社編集者宛のメール、及び返信概要２

 
D社　編集者様
 
本日、そちらの本を入手致しました。

P.9　の　作り方ですが

量、水切り時間、焼成温度、焼成時間　が

わたくしが推奨し、ネットに載せている方法と全く、同じです。

上記の点について、ご説明をお願い致します。

。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。

 編集者返信

 
 
本書の全てのレシピにおいて
貴方をはじめ他の方のレシピをコピーすることはしていない。

焼きヨーグルトの作り方は、インターネット上の作り方を参考にしながら、

時間や焼き方の試作を先生に依頼した。

その後試作をして、

 ・作りやすいこと
 ・失敗しないこと
 ・用途にあわせて使いやすいことを基準にレシピをまとめた。
 
インターネット上で１７０度３０分で焼いている人が多かったのも

 「作りやすいレシピ」としての判断材料とした。
 
。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。

 
私は２０１４年、メディアによって間違って流布している物もあったため

責任を感じ電子書籍を出版していた。

E氏のレシピ本の基本の作り方はサイトレシピとだけでなく
私の出した本の記載とも

まるまるそっくり被ってしまっているのだった。

 
参考文献についての記載が無ければ



必然的にこれは元から著者E氏の考案によるもの、と見られてしまうだろう。
 
レシピがネットに広がってしまった結果がこういう事になるのか、と私は言葉を失った。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    
 



D社　編集者からのメール概要３

D社　編集者様

＞インターネット上で人気かつ温度が低いほうの１７０度を採用。

とありますが、ネットの物は全て

昨年秋、私のレシピがインターネットで爆発的に流布してしまった物なのです。

D社様は私のレシピは見ていないかも知れませんが、
ネットに流布した大元は私のレシピです。

そもそもインターネットの情報を参考にして書籍用の料理を始める　

というのも甚だ疑問なのですが

それならば、「このレシピに明確に発信元がある」、

「UPサイト発である」、というのは、ネット検索すれば明確で
すぐわかる事です。

この本が企画された時に、 その点が調査不足だったのではないでしょうか？
 
。。。。。。。。。。。。。

 
編集者返信

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                            
焼きヨーグルトに関しては、個人の方のブログやまとめサイト等で

見ていたが、貴方のレシピは見ていなかったので

大元という認識は無かった。

投稿サイトはあくまで「焼きヨーグルト」で検索してどれだけヒットするかの

目的で使用。

 
考案者等の調査作業はしなかった。

料理のレシピには著作権がないためである。

考案者という概念は、料理の世界ではあってないものだと認識。

 
しかし貴方のメールで

私が担当した本で貴方に大変不快な思いをさせてしまっているのが事実。



この点に関して、お詫びする。

今後ネット上で話題になったテーマを扱う場合は、

発信元やいきさつに留意しながら制作する。

 
 。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。
 
「料理の世界に　考案者　という概念はあってないものだ」という言葉。

 
しかしUPサイトではプロのレシピを持ってきてそれが発覚した場合は差し戻しされる。
 
レシピには著作権は無い。

しかし商業利用する場合はもう少し気を使う事も必要に思う。

 
 



D社　編集者へメール返信

 D社編集者宛のメール
 
 
＞基本的に料理のレシピには著作権が無い。 
＞考案者という概念は、料理の世界ではあってないものだと認識。

 
サイト内では他と限りなく似たレシピは差し戻されますし

もしそれを利用しアレンジする際は、出典へのリンク記載が

作者への配慮になっています。

 
伺いたい事があります。

もし発信元が存在する、と企画の段階で確認していたとしたら

D社様ならどういう判断をなさったのか、知りたいのです。

。。。。。。。。。。。。。。。。。

 
私の電子書籍ともそっくり被っている点についても

どう考えるのか聞いてみたかった。

 
 
 



D社からの返信概要４　今までとは打って変わった内容に

D社編集者からのメール概要

 
 
料理のアイディアについては「ヨーグルトを焼く」というような大枠の事柄から、
何度で何分焼くという作り方、調味料の配合割合など様々なものがあるが、
いずれも先人のアイディアを用いそこに新たな工夫を加えて発展してきたものと承知している。
レシピを含めそのようなアイディア自体は
法的に保護されるものとされていないことはご承知のこと。

 
弊社は、仮に他の料理本に同じレシピが掲載されたとしても
そのことをもって抗議したりすることは無い。
自らのレシピが他の方にも支持されるものであることの証であり、
そのレシピが普及していくことを嬉しく考える。
E氏（レシピ本著者）も同様であろうと考えている。

 
一般論として、料理のレシピについて誰が考案したかを確定させることは困難なこと。
そして料理のレシピや料理本について最初に考案した方を記載するような慣行も確立していない
と承知している。

 
本書においては投稿サイトも含めネット上や書籍などに掲載されている多数の焼きヨーグルトの
レシピを参考に実際に色々な料理を作り、それらをまとめて書籍とした次第。

 
もし企画段階で「170度で30分焼く」等の焼きヨーグルトのレシピを貴方が最初に投稿サイトで
公表したことを知ったとしても、
様々な方が焼きヨーグルトに興味を持ち、様々な場でレシピが公開されていることに照らして、
出版を中止する必要はなく、弊社としても中止することはなかったものと考える。

 
。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。

 
 
 
このレシピは昔に発した物が何年もかけて徐々に拡散したのではなく

ごく最近爆発的に流布したのであって、

そしてそれは徐々に広がっていったのではなくほんの短期間で広まってしまったものだ。

元だったものはすぐ見つかるし、すぐそこにある。

ネットから商用で利用する種を拾う等という様な程度の行為に出るならば

そのくらいの調査はして欲しかった。



 また、
「弊社は、仮に他の料理本に同じレシピが掲載されたとしても

そのことをもって抗議したりすることは無い。

自らのレシピが他の方にも支持されるものであることの証であり、

そのレシピが普及していくことを嬉しく考える。

E氏（レシピ本著者）も同様であろうと考えている。」

というくだりは、有り得ない話だ。

そっくり真似された本が他から出ても

「それは支持される証なのでレシピが普及していく事を嬉しく思う」人など

いる訳が無い。

現に当の「この本の著者であるE氏」も
同じ様なご経験から私の心情を心配して下さっていたという伝言も

最初の編集者からのメールで頂いている。

D社が主張している事と矛盾している。

 。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。

 少なくとも編集者自身は、上記の
「レシピとはどういう風に扱われているものか」という件に関しては

最初から悪びれなかったが

本来はお優しい部分もある方だと察するので、私の心情を思えば

それなりに気の毒に思ってくれていたはずだ。

しかしこの最後のメールはD社としての見解のみになっている。
それは私が「D社の見解」を問うた為そういう形となったのだろうが
最後のこのメールは特に、編集者本人の考えた文章というより

会社側の別の人間がこの為に作った文章を

そのまま送ってよこしてきたという印象を持った。

 
 
私としては

全般的に非常に猛々しい解釈をしているという印象を持つしか無いが

単にネットに拡散した物や既にその記載のある他の電子書籍から

微塵の細工も無くそっくりそのまま平行移動させただけとなった基本の作り方、



そしてこちらの心情を気遣う風でも全く無く

言い訳のみに終始する文章には呆れてしまう。

 
 
 
 
 
 
 
 



D社　編集者に宛てた最後のメール

D社　編集者様

D社様のご見解をメールでお知らせ頂き、有難う御座いました。

今拝見したばかりで、熟考せず書くので

上手く書けないかもしれませんが、

　＞弊社は仮に他の料理本に同じレシピが掲載されたとしても、そのことをもって抗議したりす

ることは無い。自らのレシピが他の方にも支持されるものであることの証であり、そのレシピが

普及していくことを嬉しく考える。E氏も同様であろうと考えている。

という文を頂きましたが、

最初に編集者様から頂いたメールでは、E氏も「色々な事があったので

 
お気持ちはわかります」という様な内容を書いて下さっていました。

ですので、

やはり自分の物と全く同じレシピが他で掲載される、商業利用される、という事は

「そのレシピが普及していく事を嬉しく考えます」というのはかなり、相当な無理があり、

 
そういう事をされると、された者は誰だって辛い思いをするのが本音だと思います。

それは、E氏も同様であられたと思います。

。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。

＞一般論として、料理のレシピについて、

誰が考案したかを確定させることは困難なこと。



確かにそうです。

しかしこのレシピについては、情報元がたったひとつのレシピ投稿サイトニュース、

そして爆発的な特殊な拡散の仕方をしたので（２０１４年秋）

その辺りが

どこが元でどう飛び火した、というのがネット住民にはかなり知られたレシピでした。

このレシピがこんな事になっていなければ、C氏もE氏も、

この料理で本を出す事は無かったのです。

。。。。。。。。。。。。。。。

こんな流行の仕方をして、本当に私にとっては

 
非常に不幸な出来事でした。

返信は、不要です。

お忙しい中、有難う御座居ました。

。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。

 
私は編集者より度々「E氏は気にしているので

そちらへは言っていかない様に」とB社の時と同様釘を刺さていれた。

しかしこちらの精神状態は、「気にしている」どころではない。

本来ならば著者本人に問い合わせるのが筋なのだそうだが

そういう訳で私は仕方無く編集者とだけメールのやり取りをしていた。

 
 



 
 
 
 



著作権情報センターに相談　「商道の倫理観の問題」

著作権相談センターというところに電話をしたら

長く話を聞いてくれた。

材料量、水切り時間　温度　焼き時間　これが同じでも 
侵害には当たらないだろうというのが専門家（弁護士）の判断。

その、詳しい作り方の辺りが真似されると侵害にあたるらしい。

しかし侵害には当たらなくとも抗議の手紙は送ってもいいだろう。と。

やはり本は編集者でなく、その名前でもって出版した料理家に抗議すべきである、

 

そしてテレビ局、出版社は柳の下の泥鰌（ドジョウ）を狙うが如くで、商道の倫理観の問題。 

ヨーグルトを焼く　というのはアイディアである。 
アイディアは、保護されていない。

何故かというと、その後の 
文化発展のためには皆がそれを利用してこそ　であるからだ。 

遠近法もアイディアである。故にこれを考えた人は、保護されない。

。。。。。。。。。。。。。 

事の次第をブログ等で書くのは大いに結構。表現の自由である。 
倫理観を問えばいい。 
そういう事が重なる事によって、メディアの意識も変わって行く。

感想を書くのも、良い。 
また、事実を並べて、読む人に判断を仰ぐのも良い、と言われた。

 
 
 
 



レシピサイトからの返信　そしてB社　D社

私はある日メールボックスの整理をしていて

まだ見ていない投稿サイトからのメールを見つけた。

 
新しく来たメールかと勘違いして、とんちんかんな事を書きそのメールに返信してしまった。

 
すると返事が来た。

 
以下、概要。

。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。

この度の一連の件については

これまでにもご連絡があった旨を

弊社から媒体各社へ伝えて来た。

 

また、今回改めてご連絡いただいたことを踏まえ

再度、B社へは、ご連絡いただいた旨を伝えると共に
投稿サイトに掲載されているレシピを参考にされて書籍を出版される場合には、

出典を明記するようにもお願いした。

。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。

最後に、これ以上の対応はできかねる、と、

いかにもこの件にウンザリし、かなり辟易した雰囲気だった。

 

重複するが、B社からはこの様な内容のメールももらっている。

以下概要。

。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。

今回の指摘で、繰り返し「プロが素人のレシピをターゲットにしている」とあるが、 
個人的には近年ますますプロと素人の境目はあいまいになっていて、

定義づけは難しいと感じる。 

ただ、改善点としては、今後何か流行のキーワードで本を出す際には、そのレシピ開発者が 
はっきりと分かる場合には、本の出版前に何かしら本人にコンタクトを取り、

別の著者を立てる場合でも、 コンセンサスを得るよう努力するべき、という方針でいる。 



また、取材が入った場合には、

このキーワードがレシピ投稿サイト発であることを取材者（TV局等）に伝える 
ことも必要であると考えている。 

上記、改善点として伝え、返事とする。

 
。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。

 
これも重複するが、D社編集者からのメール概要。

 
。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。

 
考案者等の調査作業はしなかった。

料理のレシピには著作権がないためである。

考案者という概念は、料理の世界ではあってないものだと認識。

 
しかし貴方のメール文面を拝読し、

私が担当した本で貴方に大変不快な思いをさせてしまっているのが事実。

この点に関して、お詫びする。

今後ネット上で話題になったテーマを扱う場合は、

発信元やいきさつに留意しながら制作する。

 
。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。

 
昨年秋レシピが大流行してしまってから起こった出来事と

この１年近く戦ってきた甲斐はあったのだろうか。

 
出版社に関しては、

後に出てくるレシピ作者は私ほどは嫌な思いをせずに済むかもしれない。

そこそこの捨て石にはなれたのではないだろうか。

 
しかし最後に、

 
「今後何か流行のキーワードで本を出す際には、そのレシピ開発者が 
はっきりと分かる場合には、本の出版前に何かしら本人にコンタクトを取り、

別の著者を立てる場合でも、 コンセンサスを得るよう努力するべき、という方針でいる。」
 
私にはしてこなかった

「本人にコンタクトを取りコンセンサスを得る努力」という上記のB社の言葉、



 
「コンセンサスを得るよう努力するべき」

 
では、コンセンサスを得られなかったらどうするのだろうか？

 
実際私は、「コンセンサスを得られなかった場合どうするのか？」とB社編集者に問うたが
「ケースバイケースなのでお答え出来ない」という回答が返って来た。

 
また、そのレシピ料理を店等で出され商業利用されても文句は言えない。

焼きヨーグルトは既にレストランで出されている。

これは著作物ではなく

皆が利用してこそ文化が発展するアイディアである故保護はされない。

本当に自分だけの物にしたかったら、ネットにも本にも記載しないで

特許を取った秘伝レシピとするしか無い。

「抗議されたのを機に

これからは作者にコンセンサスを得るべく努力する方針であるが

今回あなたには事前にそうしなかったのは良くない点であった」

という風には、どこも言ってはくれなかった。

 
 
 
 
 
 
 
 
 



レシピと著作権　　法的拘束力を持たない故持っていく方の良心に委ねられている

ひょんな事から知り合ったとても知識の豊富なサイト運営者の方に

レシピの扱いについて書かれたURLを教えてもらう機会があった。
この方には色々ととても感謝している。

 
情報サイトnanapiより要約。
 
著作権というものは「アイデア」ではなく「表現」を守るための権利である。

料理レシピの場合、文章は「表現」、作り方は「アイデア」という扱いになる。

 
作り方が一緒のレシピであっても、

文章や写真がオリジナルのものであれば、著作権の侵害にはならない。

一言一句同じ文章で書かれたレシピは、著作権の侵害とみなされる。

自分の言葉・写真・イラストなどで作り方を表現するようにすれば侵害ではない。

 
レシピは人の立派な作品である。

似たようなものはあっても、

その人が一生懸命考えたオリジナルのレシピは、唯一無二のものとなる。

そんな自分のレシピが「著作権や特許がない」という理由だけで使われたら、

あまりいい気分はしない。

 
クックパッドのような多くのレシピを抱えるサイトでは、

「レシピの生い立ち」という項目を設けることで

そのレシピのオリジナリティを確保している。

しかしそれでも、レシピ部分の著作権に関しては法的拘束力を持てないので、

個人の良心に委ねられている。

 
いくら「アイデア」には著作権がないとはいえ、

「作り方はパクって文章や写真だけ自分で用意しよう」という姿勢は考えもの。

自分の作品としてレシピを発表する以上、「アイデア」も「表現」もオリジナルになるよう、

一人ひとりが良心をもって工夫することが大切。

 
 



B社C氏レシピ本の間違った記載を指摘　そしてその返信

私は仲間内から

B社C氏レシピ本は「ダイエット」と喧伝しておきながら
カロリー自体とカロリー比較が誤っていると言われ続けていたので
この本を書き終えた後B社編集者に記載の間違いについて知らせた。
 
そしてそのメールに対しての返信は以下の物である。

 
メール概要

。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。

 
お世話になっております。 

カロリー計算は管理栄養士に別途お願いして算出してもらっているもの。 
その管理栄養士にミスがあったのかもしれない。 
 
ご指摘ありがとうございました。 

。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。

 
 
これが最初に

メールでなくそちらから電話を掛けて来る様に、と数回高飛車に言って来て

その直後の追伸には

話し合う前から「この件に関して何度もメールをやりとりするつもりは無い」と

強く釘を刺してきたB社編集者からの
読むのも悲しかった最後のメールである。

 
 
 
 
 
 
 
 
 



おわりに

D社と同じく、
拡散した私のレシピと全くそっくりの内容で企業のサイトにもレシピが載っていました。

言及を断った担当者は

「これは個人としての意見だが、企業ならまだ対応してくれるだろうが

個人でこういう事を言って行っても泣き寝入りさせられるだけだろう」

という意味の事を助言してきました。

そのメールには、暗に

「レシピも作者もぞんざいに扱われてしまう事となるので

サイトでのレシピUPには気をつけよ」と
その投稿サイト規約の＜知的財産権＞

「コンテンツを許諾する」という部分の抜粋がされていました。

 
。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。

 　
今これを書きながら桑田クンのレンタルCDをかけていると
「声に出して歌いたい日本文学」という曲がかかり、

 
「長い間、長い間俺達は待っていた。俺達は半殺しにされながらも、

待っていた。今に見ろ、と。しかし、とうとう来た。」

 
これは

悲しい労働者の物語、「蟹工船」。

 
著作権を持たない私は、

半殺しにされながらも団結しては足蹴にされる蟹工船の労働者と似た様なもの。

持って行かれては大きな顔で足蹴にされ反撃に遭い。

這い上がれる事は、無いのです。

商業利用や商品化、放送や記述の誤った情報流布に怯え過ごすだけ。

 
権力側から様々な弾圧を受けた後、この物語は

「俺達の味方は俺達しか無いんだな。初めてわかった。」という風な文章で終わるそうです。

この様な本に共感するとは思ってもみませんでした。

 
。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。

 



 
今私には自らのレシピUP方法について熟考する時が来ています。
 
今までは大目に見られていた様な

デザイン等の摸倣問題が社会的に大きく取り沙汰される昨今

著作権は無い種類のものであろうと、配慮と良心を持って取り扱わなければ

時代の流れや世間の意識に大きく乗り遅れる気配を感します。

 
。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。

 
私は著者E氏のホームページに
「貴方の出した本の基本の作り方が

私の（出版本とネット）レシピとまるまるそっくり被っています。

何故この様な事になってしまったのか理解できなければ

私はとても前へ進む事が出来ません」と

苦しい胸の内を綴りました。

 
彼女自身からの返答はありませんでしたが、

 
この１年にあった事を書き終えた今

私はやっと、次の段階に進む事が出来る様な気がしています。

 
 
 
 
 
 
 
。。。。と、希望を持てる終わりにしたいと思っていたのですが

この事件が発端となった、今までとは違った側面を持つ間接的な

非常に打ちのめされる出来事が幾つか待ち受けていました。

 
ここへ来てBad Endingの様相を呈し
まるで嫌なゲームの最後の様です。

しかし今回はこの１年こういう事があったのだという事を

お知らせするだけにしたところで終止符を打ちたいと思います。

 



私のやりたい事は

自らが壊れてしまいそうになるこれ以上の追求をする事では無く

レシピを考え出す事だったはずです。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　



焼きヨーグルト劇場





karapaia　　http://karapaia.livedoor.biz/
 
 
 
 
 
この本を書くにあたり、各方面の方々に

色々貴重な事を教わり助けて頂きました。

 
弁護士さん達からのお話もとても有意義でした。

皆様、本当に有難う御座居ました。
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この本は「焼きヨーグルトレシピ」を出した浜内千波氏と

井澤由美子氏に読んで頂きたく思います。
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